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’現在型小説中の過去時称の機能に
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松 坂 壽 仁
I
ドイツ文における時間関係の表現では，主として動詞の形態変化に因る
時制'を用いる． その時制体系には周知のごとく基本としての未来形，現
在形，過去形の3時称， さらに，主として完結した結果を表わす未来完了
形，現在完了形，過去完了形が加えられた6時称体系が存在している． し
かしこの文法上の時称と実際上の時とは必ずしも一致しないということは，
パウル(HermannPaul)が述べているごとく，一般的に認識されてい
る2．
しかし，ゲルハウス(HermannGelhaus%のように心理的な要因を除
外し，純粋に客観的な方法によって，物語(Erzahlen)や論評(Bespre-
chen)などの中で使用される時称の時間関係の変化を定義化しようとする
研究があり，彼のユニークな「手中にしている」「自由処理｣(verfiigen)4
という観点に立っての，実際上の時間と時制との関係を規定しようとする
試みは注目に値いする．同時に，ヴンダーリッヒ(DieterWunderlich)5
などのチョムスキー(N.Chomsky)以来の構造主義的方向よりアプロー
チしようとする研究傾向が存在するし，それに加えて， クルーゲ(Wolf-
hardKluge)6の感情的主観性と批評的，論理的主観性とを明確に弁別
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して，話者の意図と観点が時称関係の根本を成すものであり， したがっ
て，時称は結局見解の問題であるとする考え方も存在している．ヘンペル
(HeinrichHempel)以来の心理学的な解釈を継承しているジャクソン
(MargredJackson/やヴァインリッヒ(HaraldWeinrich)8やドゥー
デン文法9に見受けられる， 時制形式に話者の主観の優位性を持たせた心
理学的な捉え方も注目に値いするであろう． これらの研究が活発に行なわ
れるのは，それだけ時制問題の重要性を明示するものである．
時制問題の広範囲な領域全体はさておき， ドイツ語が過去を捉える場合
の時称，過去形と過去完了形を部分的にとりあげた場合，実際には，どの
様な使用上の問題が生じてくるのであろうか．ズゥイーダ(UlrikeSuida)
の現在型小説という特定の条件下での過去形と過去完了形の使用に関して
の，特に興味ある研究論文があるが，それを手掛かりとして，過去形と過
去完了形の機能の一面について考察を試みようと思う．
皿
ドイツ語の過去形及び過去完了形を，ブリンクマンは以下のごとく定義づ
けている'0．
DasPrateritumistdasTempusderErinnerung(wiedasFutu-
rumdasTempusderErwartung).DieVerwendungsweisendes
Prateritumslassensichverstehen,wennmanesnichtalsTem-
pusderErzahlung,sondernderErinnerungbegreift.
したがって，過去形は物語のために使用される時称ではなく，その回顧
という機能をもつものとして解されなければならないということである．
また，過去完了形に関しては，以下のごとく定義づけている'1．
WieimPrateritumdasKontinuumderZeit,dasimPrasens
fiirdieGegenwart(dasDaseinsbewuBtsein)aktualisiertwird,
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aufdieEbenederErinnerungverschobenwird, sowiederholt
dasPlusquamperfekt,wiedasPerfekteinTempusderRiick-
schau,dieLeistung,diedasPerfektfiirdieGegenwart(dasDa-
seinsbewu6tsein)vollbringt, ftirdenZeitraumderErinnerung.
WenndieFalle,beidenenPerfektundPrasenszusammenwir-
ken, inErinnerungenverwandeltwerden, trittdaherdasPlus-
quamperfektfiirdasPerfektein.
過去完了形はその大きな機能として，現在完了形が現在の意識に対して
行なう回顧(Riickschau)を，過去における想起に対して行なうのである．
これに関しては， トゥリーア(JostTrier)12が，現在形一現在完了形，
過去形一過去完了形の対立(Opposition)を音韻論におけるPとbの例
をあげて説明している． この一般的な両時称についての定義づけに対して，
ズゥイーダは， 「現在型小説中における過去形と過去完了形』'3の中で，こ
の両時称の文体的な面における機能などについても言及している．ズゥイ
ーダは， この両時称が特殊な現在型小説(Prasensroman)という文の中
で，如何に使用されているか，またその機能は何かということを考察しよ
うと試みているが，勿論， この研究の前提には，ヴァインリッヒの研究に
よる時称グループIとⅡをその土台にして考察を進めている．
ヴァインリッヒは， トーマス・マン(ThomasMann)のエッセイの分
析から時称形式の使用頻度に一定の規則性が存在することを認め， 2種の
時称集合体に分類した．テクストの前半と後半に二つの大きな傾向をもつ
この時称配分(Tempus-Distribution)が，実はさまざまなテクスト中
にそれぞれに固有な時称の集合を持つことを発見し，そしてそこから出発
して，一つの仮説，すなわち時称グループを二つに分類したのである．第
1のグループは，現在形，現在完了形，未来形，未来完了形であり，他方
のグループは過去形，過去完了形，条件法である． このグループは該当す
るマンのテクスト中では以下のような内訳となる．
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｣| グループ Ⅲ ｜ グループⅡ
全 体’ 34形式 42形式
一
月Ij 半’ 6形式 40形式
後 半’ 28形式 2形式
明らかに一つの傾向が，前半と後半の間に認められるのであるが，ヴァ
インリッヒによれば，テクストの前半はゲーテの死に関する物語の世界で
あり，それに対して後半の部分はゲーテの作家としての特質に触れた批評
的な世界であるとしている．その為， この2グループをそれぞれ，前者を
ErzahlteWelt(物語の世界）そして後者をBesprocheneWelt(批評
的世界）として分類したのである．
さて，現在型物語の場合，上述の過去形や過去完了形は原則として使用
されないと考えられるが， この両時称が使用されているのは，回顧が表現
される場合である． さて回顧というのはある過去の時点からカットバック
を行ない，その過去の出来事を想起したり，詳細に説明づけたい場合など
に使用される．ズゥイーダによれば，回顧の表現は過去形が大部分使用さ
れ，現在完了形の使用例は少数であると報告されている． しかしヴィーヒ
ェルト (Wiechert/4の例では，他の8作品とは違い，現在完了形が非常
に多用されているが，ズゥイーダはそれについてブリンクマンの説を取り
上げている．
VielleichthatWiechertdiesVerfahrengewahlt,umdieSchrum-
pfungdesHorizonts,d emi demerzahlendenPrasensver-
bundenist,auszugleichendurchRtickblick(Perfekt)undAus-
bliCk(Futur).
したがって，ヴィーヒェルトの作品の特性としてのこの現在完了形は，
物語上の現在を中心としての現在をはさんだ，一方は予想（未来形）であ
り， もう一方は過去としての回顧（現在完了形）である． この現在完了形
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は前述のトゥリーアの言う，現在形一現在完了形の対立の概念と一致する
ものだと思われる．
さて，文の関係という視点より，ズゥイーダは以下の2点を指摘してい
る．
1． 通常の回顧の叙述が従属の複合文以下を含んで表現されている場合は，
現在完了形で導入され，過去形で継続される．
BERNADETTE,S、225:DahatsichgesternamAbendfolgen-
desbegeben:DiePeyretkammiteinerderjungenHilfsnahe-
rinnenindenCachot・PaulineSanshie6dieundwarnurum
zweiJahrealteralsBernadette…usw．(imPra eritum).
これは基本的に回顧の時称として過去形が使用されると言うことであろ
うし，また導入に使用される現在完了形は，ブリンクマンの言う「端折る
という作用をもつ時称」 (raffendesTempus)16としての現在完了の持つ，
根本的な機能である一種の孤立化作用によるものであろう．またこの孤立
化作用はヴァインリッヒも認めていることを，ブリンクマンは指摘してい
る．
したがって，時間的な経過としての一連のまとまりとしての過去形の使
用法とは対照的に，出来事を包括的にまとめあげたまとまりとして捉える
作用を持つ現在完了形の使用である．
2． 時制の使用制限があり,seinや話法の助動詞を持つ上述の回顧では，
現在完了形による導入がなく，いきなり過去形が使用される． これは決し
て現在完了形の脱落ではない．
JAHR,S.34:EsgibtjetztFabriken,dieMe6kleiderweben,wie
andereBettvorleger・FriihersaBeinBildschnitzerimNachbardorf,
zudemging,wereinemderHeiligenDankschuldigwar・Der
MeisternahmzehnjahrigesHolzvomDarrboden,unddann
wendeteereinenWinterdaran…usw.(imPraterit m)
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?この2点に関してズゥイーダの共通する点は，過去形が回顧の主たる時
称であるということである． もちろん現在形が回顧を表現する，いわゆる
舞台効果的現在形(szenischesPrasens)の場合にも触れているが，ブ
リンクマンの言を取り上げて，例外として扱っている． したがってプレイ
(F.JohnFrey)17の言うドイツ語での回顧は，現在完了形が普通である
という説とは反対の立場をとる．
Ⅲ
現在形でのコンテクスト中でのもう一つの回顧の時称としての過去完了
形の機能を，ズゥイーダは大きく2種に分けている．一つは回顧叙述にお
ける時間関係を表示する過去完了形，他方は，同じく回顧において現在完
了形と同様の作用を持つ過去完了形である．
第1の場合は，現在型小説で造り出されている「虚構の現在」を表わす
現在形に対する，過去としての現在完了形＝過去形が使用され， これを過
去の第1の時局面(Zeitebene)とすると，さらにこれよりも以前の出来
事を表わす場合，前記の両時称に対して過去完了形を使用し， この過去を
第2の時局面とするのである．
BERNADETTE,S、195:DabeisteigtinihreineKindheitserin-
nerungauf・EinstbesuchtensiedieElterninBartres・Siehatte
ihreSchafeaufdieWeidegefiihrt,undPapa,damalsnochein
selbstbewuBterMtiller,lagneb nihrimGras.. .
上例では，現在の時局面からeinstと結びつくbesuchtenという過去
形により回顧が起きていて, hatte…gefiihrtが，その後のlagという
過去形との前後関係を表わしている．
ズゥイーダは，上述の過去形（又は現在完了形）に対する過去完了形は，
出来事の時間上の前後関係を表わし， 「量的時間」 (quantitativ-zeitlich)
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「の意味を持つものであり，それと同時に現在の時（この場合は虚構上の現
在） との関係，すなわち回顧ということを表わす「時間関係」 (zeitlich-
relational)という意味を持つという二つの機能が存在するとしている．
過去完了形には前記の一般的な使用の外に， もう一つ特殊な例が存在す
る．それは回顧の叙述の際に，通常では現在完了形か過去形を予期する個
所に，過去完了形が使用されている場合である．ズゥイーダは以下の例を
挙げている．
BERNADETTE,S、13:Erwei8,esistvergeblich・Wahrenddes
vorjahrigenKarnevalshatihnM i ongrossehieunddaals
Austragerbeschaftigt.ImFaschinggebendieBriiderschaften
undlnnungenihreFeste.DaistzumBeispieldergroBeBall
derSchneiderundNaherinnen,welchedieheiligeLuciaver-
ehren.DerBallfindetimHotelderPostmeistereistatt,unddie
FirmaMaisongrosseliefertdasGeback,vomB ot ngefangen
biszudenfeinenCremetortenundKrapfen.BeidieserGelegen-
heithatteSoubirousdamalsdieansehnlicheSummevonhun-
dertSousverdientundtiberdiesseinenKinderneineTiitevoll
BackereienmitnachHausegebracht.
ここでのhatte…verdient及びgebrachtの過去完了形の代わりに
現在完了形hat…verdient及びgebrachtか，もしくは過去形verdiente
及びbrachteが使用されるべきだとズゥイーダは述べている．さらに以
下では，現在完了形と過去完了形がundで結ばれている．
MAJORIN,S.22:Erdarfdas,seiterdamalswiedergekommen
ist,nachdemdieKosaken､ihnmitgeschleppthatten,krank,zer-
schlagen,verwirrt,miteinemLanzenstichdurchdielinke
Schulter.UndvieleMonatehabensiealleinamFenstergeses-
sen,dieMajorinunder,unddrauBenwarnichtsgewesenals
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dasGebrtillherrenlosenGetiers. ． ．
例文中の過去完了形hatten…mitgeschlepptは，現在完了形ist...
wiedergekommenに対するより以前の出来事(Vorzeitigkeit)を表わし
ているが，次に使用されている過去完了形war…gewesenは接続詞
undで現在完了形haben…gesessenと共置されている．ズゥイーダは，
前者は過去の第2の時局面を表わしているが，後者はそうではないとし，
現在完了形と同じ時局面にあるとしている．それでは後者の過去完了形は，
プレイの言う単純な不正使用であろうか'8．
ズゥイーダはこの点について，過去小説よりも，より複雑な時間関係を
持つ現在型小説が原因となっているとしている．つまり，過去の時称とし
て使用する場合,比較的長い叙述には不適当な現在完了形の代わりに,過去
形を使用すると，回顧の際にもヴァインリッヒの時称グループⅡの影響が
現われて，再び現在叙述に戻った場合でも，それｶﾐ固定化され，時称グル
ープIとⅡが交差現象を起こしてしまい，過去完了形が現在完了形や過去
形の代わりに過去の第1の時局面を表わすようになると理由づけている'9．
又，極端な例として，回顧叙述の際に現在形と過去完了形が並存する場
合もありうるとしているが2'，ズゥイーダの言う現在形は前述のブリンク
マンの「舞台効果的現在形」であって， これは通常，継続的に物語る場合
の現在形とは区別されているのであり， プレイは同様な現在形をコブレン
ハイアー(Koblenheyer)の小説の中で発見し，同時に回顧と進展とを与
える現在形であるとしている20.
しかし， ここでの現在形は過去完了形を厳密な意味で代用しているとは
考えられないし，ズゥイーダのあげる例文を通して考察を進めてみても，
例外が存在し， しかもそれが作家独自の特性であるとしても，それが通用
している以上は，正，不正として定式化するよりも，回顧の叙述として，
現在完了形と過去形さらに過去完了形が主として使用され，文体的な効果
を表わす為の特殊な現在形が使用されていると考えるべきである．
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Ⅳ
さて， ドイツ語には体験話法(ErlebteRede)が存在するが，この体
験話法とは，引用文の形で人間の心の中の現象を表現する文体的方法であ
るとされている22.また客観的な形式で口に出して話されていない思考や
感情や感覚を表わし，報告(Bericht)の形で，通常3人称を使用するも
のであるともされている23． この実際には語られていない事柄が表わされ
るのは，思考というものが言語によって行なわれるからである． ブリン
クマンはこの体験話法について触れているが，大別的に考えて， 2種の場
合があるように思われるのである．一つは引用文の形によって表われてく
る話者自身が考えたり，思い出したりする場合であり，実際には表出され
てはいないが，心の中で考えられた事柄に属するものであり， シュヌル
(WolfdietlichSchnurr)の物語等の例を挙げている．それに対して，他
方は物語の伝達形式としての質問文や疑問文の形をとるものであり， この
場合はそれらの文に対する相手を必要とするのである．そして前者は内的
な観念を表わすのであり，現在形で表わされる場合もあるが，後者は物語
の基本時称としての過去形が中心となり，心の中で対話をしながら進行し
てゆくのである．
ヴァインリッヒはこの体験話法を現在小説と過去小説の両方面から研究
している．その内容は，ズゥイーダによれば以下のように3種の特徴があ
る．
1． 人称の3人称化
体験話法に使用される人称を3人称化する．そのことによって間接話法
と体験話法が直接話法から明白に識別される．
2． 生の迫力(ungekiinstelteLebendigkeit)という表現力をもってい
る．そしてこの場合は間接話法と相違して，直接話法と同じく自問・慣用
’
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句・日常表現・カットバックを使用でき，それにより直接話法が持つ雰囲
気を体験話法に与える．
3． 物語と同じく， ドイツ語の体験話法のシグナルとしての時称は，他の
ロマンス語と異なり，主として時称グループⅡが使用される．
ヴァインリッヒは時称グループⅡがフランツ・ヴェルフェル(Franz
Werfel)によって体験話法を表わすシグナルとして使用されていることに
触れているが（そこでは予想される現在形の代わりに過去形を，同様に現
在完了形の代わりに過去完了形を使用)24．ズウイーダはこれに対して，時
称グループⅡというのは，ヴァインリッヒの言うごとく本来フリーではな
いと述べている． というのは， この時称グループは上述のごとく， 「回顧」
においては重要な機能を果すからである． したがって，当該の時称は簡単
に体験話法のみを表わすシグナルときめつけてしまうことはできないので
あり，それゆえ体験話法かどうかは他の関係をも含めた観点から判断され
るべきであると指摘している．
BERNADETTE,S.10:SoubirousisteinsonderbarerMann・Mehr
alsdieelendeStubeargernihndiesebeidenvergittertenFen-
ster,einesgr66er,dasanderekleiner,di zw iniedertrgchtig
schielendenAugen,dieaufdenengen,dreckig HofdesCa-
chotshinausschaun,woderMisthaufenderganzenGegend
duftet.Manwarschlie61ichkeinLandstreicher,keinLumpen-
sammler,sonderneinfreier,regelrechterMtiller,einMfihlenbe-
sitzer,aufseineArtnichtsandres,alsesMonsieurdeLafite
istmitseinemgroBenSagewerk.DieBoly-MiihleuntermCha-
teauForthattesichsehenlassenk6nnenweitundbreit.Auch
dieEscobe-MiihleinArcizac-les-Angleswargarnichtiibel・
上例では，予想される現在形の代わりに， ゾウビロウス(Soubirous)
自身の考えを表わす体験話法Manwarという過去形が使用されている
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「が，当然このwarをヴァインリッヒは体験話法のシグナルとするわけで
あるが，ズゥイーダはこれを「生の迫力」を生じさせるものであり， また
回顧を表わすものであるとしている25.そしてこの作品のこの文以下の内
容から，現在のゾウビロウスはもはや粉ひき屋ではなく，彼が単に現在の
状態に比して，過去の自分の状況を回顧しているのであって，ヴァインリ
ッヒの言う体験話法のシグナルとして，現在形の代わりに使用されたもの
ではないと反論している．確かに当該のwarは過去の出来事としてのゾ
ウビロウスの状態を表わすものであり，単にシグナルのためだけに使用さ
れているというものではないと思われる．
ズゥイーダはさらにヴァインリッヒへの反論の例証として，同一テクス
ト中から以下の文を見いだしている．
MitderaltenBandeau-MiihlekonntezwarniemandEhren
einheimsen,abereineMiihlewarsieschlieBlichdoch・Ister,der
guteMiillerSoubirous,vielleichtschulddaran,daB er ader-
treibendeLapaca-BachseitJahrenausgetrocknetst,d Bdie
Getreidepreisesteigen，daBdieArbeitslosigkeitwﾖchst？Daran
istderliebeGottschuld,derKaiser,derPrafektoderderTeu-
felweiBwer，nichtaberderbraveFran●oisSoubirous，wenn
derMenschauchgerneinmaleinGlastrinktundimWirts-
hausdieKartenmischt.Mager,Soubirous,aberschuldse n
odernicht,washilft's,manwohntnunimCachot．usw.(im
Prasens).
ズゥイーダは，体験話法であるにもかかわらずist,steigen,wachst...
などの現在形が使用されていることと，それに先だつwar,konnteは明
らかに過去の事柄を回想する為に使用されている過去形であるということ
から，ヴァインリッヒの言うごくとグループⅡのみが体験話法のシグナル
として使用されているのではない．さらに過去の回顧が行なわれた場合に
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は過去形による体験話法が，一方思考された内容が現在の事柄に関する場
合には，現在形による体験話法がそれぞれ使用されると説明している．明
らかに前述のブリンクマンの説く現在形での体験話法と一致する． さらに
言えば，体験話法においては過去に関係する回顧ということが伴って起き
る場合が多く，そのために過去形によってその回顧を表現することが多く
なるということである．現在の意識に結びつく体験話法では現在形が使用
されている例が挙げられている．
BERNADETTE,S.17:ErbeneidetdiesenNicolauhundertmal
mehralsdenganzenHerrndeLafitemitsamtseinemSchloB,
seinerFabrikundseinenEquipagen.DasAllzugroBefl6Btkei-
nenNeidein・MitNicolauaberkannersichmessen.Isterviel-
leichtschlechteralsNicolau？EristvermutlichbesseralsNico‐
lau.Alterunderfahreneristersicher.DerunbegreiflicheHim-
melhatesebensoeingerichtet,daBdieBesserenaufdemTrok-
kenensitzenunddieSchleChtenaufderTiirschwelleder
Savy-MiihlegelassendenRadschaufelnzuschauendfirfen,wie
siesichdrehnunddrehn.
さて以上のように，ヴァインリッヒが固定的に定義づけようとした体験
話法の時称グループⅡによるシグナル化は，必ずしも決定的ではないとい
うことが明白となったが， これは決して体験話法のシグナルとしての表示
作用が過去形で行なわれないといっているのではない．
UTOPIA,S.19f.:UndnunsolltePacodemnarrischenRat
desPadreJulioseineFluchtverdanken,oja,dasGitterwar
wirklichnurein"DekorGG,dieserNaChtwirdmanesheraus-
brechenund-PacoziehtdieBrauenzusammen-:dasFenster
liegtallerdingshochinderMauer,wohliiberzehnMeter.Er
blicktsichsuchendinderZelleum:derStrohsack,natiirliCh,
－54－
daswuBtemanausdenzahlreichenFluchtgeschichtender
Matrosen!ManmuBtenureinMesserhaben,derDrilchistsehr
dick-ah,undauchdasnoch: PacosiehtunterdemVorhang
desKleidergestellseinStiickDrahthervorstehen,...
上例では，過去形に因る体験話法が使用されているが，現在形に因る小
説上の語りと過去形に因る体験話法との時称の交替によって外的なハンド
ルングの出来事と内的な出来事の文体的効果が引き起こされている．そし
てズゥイーダはここで,dasFensterliegt…は体験話法であるにもかか
わらず現在形で表わされ， これは現在に関係しているからであると述べて
いる． さらに他の過去形による体験話法も実は現在に関係しているのであ
り， この場合は，回顧をも時間的な関係をも表わしていないという事から，
単に体験話法という観点にのみ関係していると説明している．そして当該
の個所以外ではシュテファン・アンドレス(StefanAndres)が現在形の
みの体験話法を使用していることにより， これは体験話法を最も効果的に
表示する為に文体的な面から使用されたと説明している． したがって，ヴ
ァインリッヒがヴェルフェルに認めようとしたグループⅡによる体験話法
のシグナル化がここに認められるということである．
したがって現在小説中の体験話法を表わす過去形には二つの機能が認め
られる．一つは過去の回顧を表示する時間的な作用，他の一つは体験話法
の表示的作用と考えられる非時間的な機能である． この点に関しては，ヴ
ァインリッヒのシグナル化という機能が認められるが，ズゥイーダの言う
シグナル化は，文体的な効果という面から付随的に現われてくるシグナル
化という働きであると思われる．
V
次に過去完了形についてはどうであろうか．
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UTOPIA,S、22f.:ErreibtseineSchulternanderMauer:ein
GeftihlvonWohligkeitundzugleichdieFlohstiche,andieer
abernichtdenkt,lassenihndieseBewegungausfiihren.So
rufter,austiefemSinnenauffahrend:,,Salve."Ja,eshatte
geklopft,manwarwiederganzm6nchischgeworden,unddie
Zellehatteihnoffensichtlichdochwiederwohlwollendaufge-
nornrnen，…
この例文中の過去完了形については，ズゥイーダは現在完了形の代用か，
もしくは著者特有の特色なのかは確定できないとしながらも，アンドレス
の同一作品中で，当該の様な使用例は一度きりであるということより，体
験話法を特徴づけるために使用されているとみなしている．
他の調査した作品中では，回顧としての体験話法が集中的に作用されて
いることを確認している．特に『心』(Herz)の中では，上記の様な体験
話法を表示するための過去形及び過去完了形はなく，時間関係，すなわち
回顧の叙述や過去の時間関係，すなわち量的時間関係を表わすために使用
されているとしている．
HERZ,S.32:"Ja,hierHartmann,Sieerinnernsichsicheran
unsereleidernurHiichtigeBekanntschaftbeiDr・Nielsen？Sie
hattenmichheuteanrufenwolle､？Na,dastrifftsichgroBartig…“
この作品中では特に直接話法での質問文の形で，通常は現在完了形が使
用されるべきところに，上例のごとく過去完了形が使用されている例が多
いことから，ズゥイーダはこの作者が特に過去完了形を好んで使用する傾
向があると考えている． したがって以下の例における過去完了形による体
験話法を，ヴァインリッヒの言うシグナル作用とは認めていない．
HERZ,S.5:ErschricktausseinenGedenkenauf.Wardas
nichteinSt6hnengewesen？Nein・Sieliegtda，blaBu dstill・
AufihrerStirnstehenSchweiBperlen.Manchmalzucktder
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K6rper,abersieschlaft.Warten,hattederProfessorgesagt,Ge-
duldhabenundwarten!Undsositzterundwartet. DrauBen
istes langstdunkel. ErziindetkeineLampean.P16tzlich
schrickterzusammen・Warereingeschlafen？St6hnendwirft
sichderFrauenleibhinundher,Ulrichistsofortaufund
driicktdieKlingel.
しかし上例での過去完了形は過去に関係する体験話法である． したがっ
て上記のように， この作者の特徴であると考えるか，また体験話法を効果
的に表示するためのシグナル化ではないかとも思われる．ズゥイーダの挙
げている例文中に以下のような個所がある． ここでは，過去完了形は，ズ
ゥイーダによれば単にずっと以前のことを表わすものであるとされている．
そして，過去形は実際には文中に出て来てはいないが，読者は頭の中でそ
れを補足して考えるために（実際の文中では過去の第1の時局面が表わす
過去形が欠けているということである)，文中の過去完了形を過去の第2
の時局面であると理解しているというのである．
HERZ,S.21:SiesenktdenKopf・DasstrahlendeGltickist
ausihrenAugenverschwunden.Hatteeresihrnichtgesagt,
damals,daBerniemehreineanderesoliebenk6nnewiedie
Tote？Hatteersienichtgewarnt？
ここではこの文以前の文脈中に結婚時という第1の時局面があり，それ
が補足されて読者の頭の中にあり， したがってdamalsはそれ以前の時
（第2の時局面）ということになる． したがって過去完了形には全体とし
て，体験話法においては，過去の第2の時局面を表示する場合と，明確で
はないが体験話法のシグナルとしての使用も存在するということである．
VI
I
したがって，ズゥイーダの確認したことは以下のごとくなるだろう．現
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「在型小説中での過去形及び過去完了形は主として回顧の叙述のために使用
される．そしてそれらの時称が体験話法中に使用された場合は，その現在
型小説の文脈中の小説上の時間（虚構の現在）に対する時間関係を表わす
ものであり，同時にまたその中の出来事の間の量的時間を表わす場合もあ
る．そして体験話法そのものを表示するシグナル的行為は例外的，副次的
なものであり，ヴァインリッヒの時称グループⅡによるシグナル化は一部
は認められるが，それはズゥイーダによれば，あくまで体験話法のもつ生
の迫力という特性に対する二次的な面で可能である． というのも，グルー
プⅡの時称は回顧を表現するという重要な働きを持つため，本来フリーで
はないからである．その点において，ズゥイーダはヴァインリッヒに対立
する． したがってシグナル化は，時称の交互使用などによる，内的，外的
なハンドルングの特徴を表わす表現方法である．ブリンクマンは，本来ド
イツ語には時間位階(Zeitstufe)といえる時制は存在しないと言う．そし
てさらにその時間位階でなく互いに相異した「態度，状況」(Haltung)が
あるのみであるとも言っている26． ここでの時称のシグナル化の問題は，
そういった「態度，状況」の問題ともいえる． しかし， シグナル化の問題
や時制問題は， 文脈上からと同時にヴェーバー(H.Weber)27やブリン
クマンの言う語彙面の方面からもアプローチしなければならないであろう．
そしてさらに重要なことはクルーゲの言うように作者の意図的な面が考慮
されなければならないのであって，決して文法的な面だけからとらえるこ
とは許されるべきではないと思うのである．そして，現在型小説と同時に
過去型小説の研究による比較研究によって，体験話法の問題も明確になっ
てくると考えられる．
しかし，ズゥイーダが，ヴァインリッヒの定式化しようとした体験話法
での時称グループⅡのシグナル化に，回顧という観点と時称の交互作用に
よる文体的な面からの理由付けを行なって修正を加えたことは非常に高く
評価されてよいであろうし，現在型小説という面から，過去完了形という，
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あまり問題化されていない面にメスを入れようとしたことは重要であると
思われる．
注
1 本稿では，現在完了形や過去形のように個々の文法形式に対しては， 「時称」を
用い，その時称の全体のシステムを表示する場合には「時制」を使用している．
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Präteritum und Plusquamperfekt 
im präsentischen Erzählkontext 
Toshihito Matsusaka 
Auch in der präsentischen Erzählung wird das deutsche Prä-
teritum oder Plusquamperfekt gebraucht. Dann hat H. Weinrich 
diese zwei Tempora als Signal für die erlebte Rede angesehen. 
Aber U. Suida erhebt einen Einwand gegen diese Ansicht. Er 
weist darauf hin, daß Weinrich von falschen Voraussetzungen 
ausgeht, da die Tempora der erzählten Welt in einem Präsensro-
man nicht frei sind und sie eine entscheidende Rolle in der Re-
trospektive spielen. 
Er bestätigt mit seiner Forschung dieser Tempora, daß sie 
nicht gerade wegen der Signalisierung für die erlebte Rede ge-
braucht werden und sie hauptsächlich den Rückblick geben. 
Er sagt weiter, daß die Tempora in der erlebten Rede die 
Tempusverhältnisse der auktorialen Erzählberichte im Präsens-
kontext wiederspiegeln und ein Präteritum als Anzeiger für die 
erlebte Rede stilistischer Ausnahmefall sei, daß eine temporale 
Signalisierung der erlebten Rede durch die Tempora der Tempus-
gruppe II nur sekundär im Zusammenhang mit den primären 
Merkmalen der ungekünstelten Redeweise möglich sei, weil Prä-
teritum und Plusquamperfekt auch im präsentischen Erzählen· 
nicht frei seien. 
Ich glaube, daß es nicht vollständig richtig ist, wie Suida zeigt, 
daß Weinrich die Signalisierung für die erlebte Rede allein mit der 
Tempusgruppe II einseitig festgesetzt habe und die entscheidende 
Funktion der beiden Tempora in der Retrospektive nicht in Betracht 
gezogen habe. Also diese Funktion der Retrospektive und das 
Signal für die erlebte Rede müssen von aller Seite, z. B. von der 
lexikalischen Seite oder dem Kontext, untersucht werden. 
- 61 -
Plusquamperfekt, das auf dem Hintergrund der Perfekt-Prä-
teritumproblematik von geringerer Bedeutung zu sein scheint, 
wird in den meisten Grammatiken nur kurz gestreift. 
Ich glaube, daß diese Studie von Suida in diesem Sinne für 
unsere Tempusforschung sehr bedeutsam sei. 
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